

































A trial of “virtual company practice” to aim at collaborative learning.
















































置 当 初 は、Web上 に
設定した、いわゆる
『バーチャル・カンパ
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」プログラムを軸とし
た「ハートライブ・プロジェクト（ITを仲立ちとした人と人とのコミュニケーションのため
のプログラム）」を本格的に展開している。その一環として、週に１回の１、２年の共通時間
枠を利用した『バーチャル・カンパニー』の展開や学生が主体となるセミナーの開催など、学
生の『コミュニケーション力』を育成するための試みをしてきた。特に、2006年４月からは、
教科『バーチャル・カンパニー演習』（入門・基礎・実践・応用）をカリキュラムに設置し、
１年から２年までの４セメスタを利用して『ハートライブ・プログラム』の１つとして、カリ
キュラムの中で提供できる環境が整った。この教科は、現在、１、２年生が互いに協力して、
かつ、地域と協働して１つのイベントを企画・運営させようとする内容となっており、目標と
なるイベントを２月に開催する『春待ち小町（はるまちこまち）』と位置づけ、その実現に向
けての授業展開をしている。その試みの次の目標を『協働型サービスラーニング』の実施と位
置づけ、これまでの取り組みの概要と今後の展望を報告する。
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